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1.　研 究の目的　被服学 はまだ体系的 な学問 とし て認

められ てい ない ようである。私はこ れを体系 ある学問 と

し て認 められ るものにし たい と思ってい るが、 この小論

ではこ の問題 に研究 方法の面 から近づこうと試 みた。

2.　方 法　こ れば 被服 学原論、 の一部 ともい うべき

もので、 もちろ ん被 服学に対ナ る仮 説で ある。従 って哲

学および 論理 学的方 法によるものである。

3.　成果　被 服学の対象 は被 服と い う り

る。し かしこ の被服 とい う も゙の。 は単 なる物質 では な

い。 自然 科学的方法 のみで は研究 されえない も の で あ

る。繊維や布 の物理 りﾋ 学的研究 のみでは被服 の研究 と

はい えない。 また生理 および 衛生 学的研究 は繊維 および

布 の研究 より一歩被服 に近づい てはい るか、やは り 生゙

存、 の研究 にとどま っ て い る。即 ち被服 は人間 の 生゙

活、 との関連 におい てとら えねば ならない。生存 と生活

とば 文化、 の点におい て異 なるとい ってよい。いい か

えると被服は単 なる も゙の、 としてで なく、人間 との関

連 におい て歴史・社会 ・人間 の心理・思想等 とも関連 さ

せて研究し なければならない。科 学の進歩 は研 究が分化

することによってなされたと考え て も よ い。し かし生

活 ・被服 などの学問 は分化し たものを必 要に応じ て総合

し なけれ ばならない。被服は人間・社会・歴史 などの反

映 とも見 られ， 自然科 学的 に研究し うる面 よりも文化科

学的 な研究 をまたねば ならない面 をより多 く持っ てい る

といえ よう。


